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浦
賀
ド
ッ
ク 

殉
職
者
慰
霊
塔 

   

』 
明
治
三
十(

一
八
九
七)

年
創

立
の
浦
賀
船
渠
（
株
）
が
、
不
幸

に
も
就
業
中
に
殉
職
さ
れ
た

方
々
の
慰
霊
の
た
め
に
ド
ッ
ク
、

浦
賀
港
、
浦
賀
水
道
を
見
下
ろ

す
こ
の
地
へ
、
大
正
九(

一
九
二

〇)

年
七
月
に
建
立
し
ま
し
た
。 

塔
は
、
約
四
㍍
四
方
、
高
さ

約
一
ヷ九
㍍
の
石
積
み
の
台
の
上

に
、
三
ヷ
五
㍍
ほ
ど
の
三
角
錐
の

金
属
製
で
、
全
高
約
七
㍍
に
も

及
ぶ
塔
で
す
。
正
面
に
、
『
招
魂

塔 

従
四
位
勳
三
等
工
学
博
士

今
岡
純
一
郎 

謹
書
』
、
右
側

に
、
『
為 

浦
賀
船
渠
株
式
会
社

殉
職
員
』、
左
側
に
、
『大
正
九
年

七
月
建
之
』
の
文
字
が
読
め
ま

す
。
会
社
へ籍
を
置
き
出
征
し
戦

死
し
た
従
業
員
の
御
霊
を
含
め
、

現
在
三
百
七
人
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。
慰
霊
祭
は
、
毎
年
十
月
中

旪
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

浦
賀
の
町
の
象
徴
で
あ
っ
た
ド

ッ
ク
は
、
函
館
に
散
っ
た
中
島
三

ろ
う 

郎
助
を
称
え
、
荒
井
郁
之
助
が

提
唱
し
、
榎
本
武
揚
、
臼
井
儀
兵

衛
ら
の
賛
同
を
得
て
、
明
治
三

十
年
創
立
、
明
治
三
十
三
年
に

操
業
を
開
始
し
た
浦
賀
船
渠

（
株
）
が
発
祥
で
す
。
昭
和
三
十

七(

一
九
六
二)

年
玉
島
デ
ィ
ヸ

ゼ
ル
工
業
（
株
）
と
合
併
し
浦
賀

重
工
業
（株
）、
昭
和
四
十
四(

一

九
六
九)

年
住
友
機
械
工
業(

株)

と
合
併
し
住
友
重
機
械
工
業

（
株
）
と
社
名
を
変
え
て
き
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
平
成
十
五
年

に
操
業
を
停
止
し
工
場
と
し
て

の
機
能
は
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。

が
、
慰
霊
塔
建
立
の
意
志
は
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

塔
へ
は
、
東
叶
神
社
正
面
か

ら
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
十

七
日
に
指
定
さ
れ
た
、
神
奈
川

県
指
定
天
然
記
念
物
「社
叢
林
」

の
欝
蒼
と
し
た
木
々
の
間
を
、
恵

仁
志
坂
、
産
霊
坂
の
二
百
五
十

段
余
の
階
段
を
あ
が
る
と
、
右

が 

側
高
台
に
あ
る
大
き
な
塔
で

す
。
頂
に
は
、
東
叶
神
社
の
奥
の

院
、
東
照
宮
、
神
明
社
、
勝
海
舟

断
食
跡
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

こ
は
戦
国
時
代
に
房
州
ヷ里
見
氏

の
警
戒
に
小
田
原
ヷ北
条
氏
が
防

備
の
た
め
築
い
た
砦
、
浦
賀
城
跡

で
も
あ
り
ま
す
。
燈
明
堂
を
望

み
浦
賀
水
道
を
行
き
か
う
船

に
、
房
総
半
島
の
景
色
に
、
息
を

切
ら
し
て
上
が
っ
た
甲
斐
は
あ
り

ま
す
。 

塔
に
は
キ
ズ
が
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
記
録
は
定
か
で
あ
り
ま

す
ん
が
、
昨
今
の
金
属
泥
棒
同
様

不
逞
の
輩
が
企
て
た
痕
跡
の
よ

う
で
す
。 

浦
賀
で
生
き
、
意
気
を
感
じ

た
方
々
の
霊
安
ら
か
と
願
う
と

と
も
に
、
歴
史
語
り
の
継
続
を

期
待
し
ま
す
。 

 

新
し
い
年
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。
浦
賀

文
化
セ
ン
タ
ヸ
は
開

館
さ
れ
た
当
時
に
戻

り
、
夜
間
も
使
用
で 

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
公
民

館
の
学
習
室
や
集
会
室
が
飽
和

状
態
で
会
議
や
学
習
会
な
ど
が

思
う
よ
う
に
取
れ
な
か
っ
た
サ

ヸ
ク
ル
や
団
体
に
は
吉
報
で
す
。

多
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

夜
の
会
と
い
う
と
何
と
な
く
飲

食
が
付
き
そ
う
な
会
を
頭
に
思

い
浮
か
べ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
が
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
も
飲
酒

は
禁
止
で
す
か
ら
、
羽
目
を
外

さ
ぬ
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

そ
う
い
え
ば
、
最
近
あ
い
さ
つ

が
出
来
な
い
大
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
か

ら
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ヸ
シ

ョ
ン
が
生
ま
れ
、
友
好
の
輪
が
広

が
る
の
で
す
か
ら
、
す
め
て
大
人

と
し
て
の
「品
格
」は
保
ち
、
潤
い

の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（山
本
）  
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住
友
重
機
械
工
業(

株)

の
慰
霊
塔 

 

こ
の
写
真
で
は
錬
鉄
工
場
の
煙
突
が
あ
り
、
ま
た

二
階
建
て
工
場
が
山
と
平
行
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

背
景
の
山
頂
が
自
然
な
形
を
し
て
お
り
、
右
側
に

続
く
山
並
み
も
軍
に
よ
っ
て
強
制
的
に
写
真
を
修

正
削
除
さ
れ
た
と
も
思
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
お

そ
ら
く
昭
和
初
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

「
浦
賀
船
渠
六
十
年
史
」
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
は

造
船
業
の
戦
後
不
況
時
代
で
あ
っ
た
。
鉄
骨
を
は
じ

め
鉄
塔
や
橋
梁
な
ど
の
陸
上
工
事
や
土
木
建
築
業

務
を
兼
営
し
て
い
た
。
工
場
能
力
を
維
持
し
、
優
良

工
員
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
に
有
給
休
暇
を
実
施
す

る
な
ど
の
措
置
も
と
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の

時
期
に
造
船
技
術
が
進
歩
発
達
し
た
と
も
書
か
れ

て
い
る
。 

東西風風  

 

 

-浦賀船渠工場- 

浦賀港 

浦賀文化 センター 

（ 郷土資料館 ） 
浦賀駅 から 浦賀通 りを 徒歩 10 分 

所在地 ： 横須賀市浦賀 ７ － ２ － １ 
電話 
FAX ：  ０４６ － ８４２ － ４１２１ 

京急浦賀駅 
至大津 至観音崎 

至久里浜 

  浦賀公民館 
浦賀行政 センタ  ー   浦賀 

警察署 

  市営 
プール 

浦賀文化 センター 

ﾊ ゙ ｽ 停 ･ ﾄ ゙ ｯｸ 前 

浦賀港 

浦賀文化 センター 

（ 郷土資料館 ） 
浦賀駅 から 浦賀通 りを 徒歩 10 分 

所在地 ： 横須賀市浦賀 ７ － ２ － １ 
電話 
FAX ：  ０４６ － ８４２ － ４１２１ 

京急浦賀駅 
至大津 至観音崎 

至久里浜 

  浦賀公民館 
浦賀行政 センタ  ー   浦賀 

警察署 

  市営 
プール 

浦賀文化 センター 

ﾊ ゙ ｽ 停 ･ ﾄ ゙ ｯｸ 前 

東
叶
神
社
の
裏
山
、
明
神
山
の
頂
に
住
友
重
機
械
工
業
（株
）の

殉
職
者
慰
霊
塔
が
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
慰
霊
塔

な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

昭和初期の浦賀船渠(株)工場（西側）の様子 

 

うらがの寫眞館 

 

平
成
二
十
年
四
月
一
日
、
組
織

改
正
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
か
ら

浦
賀
行
政
セ
ン
タ
ヸ
所
管
の
施
設

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
浦
賀
公
民
館
が
浦
賀
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ヸ
、
浦
賀
文
化
セ
ン

タ
ヸ
が
浦
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ヸ
分
館
（浦
賀
文
化
セ
ン
タ
ヸ
）、

さ
ら
に
、
鴨
居
自
治
活
動
セ
ン
タ

ヸ
が
鴨
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ヸ

と
改
称
し
ス
タ
ヸ
ト
を
切
り
ま
し

た
。
浦
賀
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ヸ
と
し
て
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
三
館
と
も
に
、
ご
利
用

時
間
は
、
午
前
九
時
～
午
後
九

時
、
休
館
日
は
、
年
末
年
始
（十
二

月
二
十
九
日
～
一
月
三
日
）と
な

り
ま
す
。 

 

明
神
山
の
頂
で
ド
ッ
ク
を
見
守
る
慰
霊
塔 

第
十
九
回 

『特
別
展
示
会
』
開
催 

浦
賀
文
化
セ
ン
タ
ヸ
主
催
の

特
別
企
画
展
が
、
去
る
二
月
九

日(

土)

か
ら
二
十
四
日(

日)

ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
横
須
賀
市

市
制
施
行
百
周
年
と
浦
賀
文
化

セ
ン
タ
ヸ
創
立
二
十
五
周
年
を

記
念
し
、
『
浦
賀
の
百
年
』(

な
つ

か
し
さ
と
の
出
会
い)

と
題
し
、

懐
か
し
い
、
ま
た
、
珍
し
い
資
料

を
展
示
し
明
治
、
大
正
、
昭
和
の

浦
賀
の
様
子
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

二
月
九
日
の
基
調
講
演
で
は

郷
土
史
家
、
横
須
賀
開
国
史
研

究
会
々
長
ヷ
山
本
詔
一
さ
ん
の

「
浦
賀
百
年
物
語
」
を
楽
し
く
、

時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
聞
き
入

り
ま
し
た
。 

沢
山
の
方
々
が
来
館
さ
れ
、

主
催
者
お
よ
び
企
画
者
と
し
て

こ
の
上
な
い
喜
び
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
（平
成
二 

特別展：生活道具と 

町の移り変わりのパネル展示 

 

今
岡
純
一
郎 

（大
阪
岸
和
田
生
ま
れ
）。 

明
治
七(

一
八
七
四)

～
昭
和

九(

一
九
三
四)

年
。 

明
治
ヷ大
正
ヷ昭
和
期
の
造
船

界
の
第
一
人
者
。
大
正
五(

一

九
一
六)

年
勅
任
官
か
ら
浦
賀

船
渠(

株)

専
務
取
締
役
に
就

任
。
翌
年
八
月
第
七
代
社
長

に
就
任
し
社
業
の
発
展
と
造

船
界
一
般
の
た
め
に
献
身
。 

参
考
資
料 

 

「浦
賀
ヷ追
浜
百
年
の
航
跡
」 

 
 

住
友
重
機
械
工
業(

株)

発
行 

 

「浦
賀
船
渠
六
十
年
史
」 

 
 

 
 

 
 

昭
和
三
十
二
年
発
行 

浦賀港

電話
FAX ：　０４６－８４２－４１２１

浦賀コミュニティセンター分館

（浦賀文化センター）
浦賀駅から浦賀通りを徒歩10分

所在地：横須賀市浦賀７－２－１

京急浦賀駅
至大津 至観音崎

至久里浜

浦賀ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

浦賀行政センタｰ 　浦賀
警察

　市営
プール

浦賀文化センター

ﾊﾞｽ停･ﾄﾞｯｸ前

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

十
一
年
度
開
催
予
定
）。
皆
様
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
企

画
を
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。 

 

窓
口
の
受
付
は
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

（図
書
室
の
ご
利
用
は
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
で
す
。
） 
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歴
史 

語
ら
い
座
・浦
賀 

⑭ 

郷
土
史
家 

山
本 

詔
一 

 

 
 
 
 
 

嘉
永
二
（一
八
四
九
）年
閏
四

月
八
日
午
後
一
時
過
ぎ
、
三
崎

役
宅
に
詰
め
て
い
る
朝
倉
彦
太

夫
と
松
村
宗
右
衛
門
か
ら
注
進

状
が
届
い
た
。
そ
こ
に
は
「
城
ヶ

島
沖
七
里
ほ
ど
の
海
上
に
異
国

船
を
見
た
」
と
い
う
三
崎
の
漁

師
ヷ佐
十
郎
か
ら
の
届
け
出
が
認

め
ら
れ
て
い
た
。 

 

こ
の
注
進
状
を
見
た
浦
賀
奉
行
所
の
用

人
（
奉
行
秘
書
官
）
は
直
ち
に
、
弘
化
四

（一
八
四
七
）年
か
ら
三
浦
半
島
を
守
る
彦

根
藩
と
川
越
藩
、
房
総
半
島
を
守
る
会
津

藩
と
忍
（お
し
）藩
（現
在
の
埼
玉
県
行
田

に
居
城
が
あ
っ
た
）に
、
異
国
船
接
近
の
ニ
ュ

ヸ
ス
を
伝
え
た
。 

 

一
方
、
浦
賀
奉
行
、
こ
の
時
は
ペ
リ
ヸ
来

航
の
時
も
活
躍
す
る
戸
田
伊
豆
守
氏
栄

は
、
幕
府
へ異
国
船
を
見
た
旨
の
報
告
と
と

も
に
番
船
を
出
し
、
奉
行
は
船
番
所
へ出
て

来
て
、
浦
賀
港
の
入
り
口
に
あ
る
千
代
が

崎
台
場
な
ど
に
臨
戦
体
制
を
敷
か
す
た
。 

 

続
い
て
第
二
報
が
も
た
ら
す
ら
れ
た
。
異

国
船
は
城
ヶ
島
沖
三
里
ま
で
に
近
づ
き
、

三
、
四
千
石
の
船
で
あ
り
、
浦
賀
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
た
。 

 

さ
ら
に
第
三
報
が
来
て
、
こ
の
異
国
船
は

イ
ギ
リ
ス
船
で
あ
り
、
「モ
ル
ナ
」と
い
う
所

の
船
で
あ
る
。
実
は
こ
れ
は
場
所
で
な
く
、

「マ
リ
ヸ
ナ
」と
い
う
船
名
で
あ
っ
た
。
船
長

の
名
は
「マ
テ 

イ
セ
ン
」（マ
ゼ 

ソ
ン
）と
い
い
、 

マ
ス
ト
は
二
本 

で
乗
組
員
が 

百
十
人
、
大 

砲
は
船
の
左 

右
に
六
挺
ず 

つ
で
十
二
挺
、 

小
筒
は
銘
々 

 

マリーナ号来航の図 

 

が
も
っ
て
お
り
、
中
国
を
出
て
十
三
日
目
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。 

戸
田
奉
行
か
ら
幕
府
への
報
告
の
中
に
は
、

「い
た
っ
て
穏
や
か
な
船
で
あ
り
、
水
、
野
菜

な
ど
望
む
品
を
や
れ
ば
、
早
々
に
出
帆
す
る

で
あ
ろ
う
」と
記
さ
れ
て
い
る
。 

奉
行
所
の
応
接
掛
の
者
が
通
詞
と
と
も
に

マ
リ
ヸ
ナ
号
に
乗
っ
て
驚
い
た
こ
と
は
、
日
本

語
を
使
う
者
が
乗
り
込
ん
で
い
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
通
詞
が
応
接
掛
の
者
に
「あ
な
た

が
た
は
江
戸
か
ら
来
た
人
か
、
浦
賀
の
役
人

か
」
と
尋
ね
て
き
た
の
で
、
「浦
賀
の
役
人
で

あ
る
」と
答
え
た
。 

次
ぎ
に
応
接
掛
が
こ
の
通
詞
の
生
ま
れ
た

所
を
尋
ね
る
と
「中
国
の
上
海
」と
答
え
、
さ

ら
に
ど
こ
で
日
本
語
を
習
っ
た
の
か
を
質
問

す
る
と
「父
が
長
崎
に
十
四
、
五
度
行
き
、
日

本
語
を
学
び
、
そ
の
父
か
ら
習
っ
た
」
と
答

え
、
名
前
は
「林
阿
多
（リ
ン
ヷア
ト
ウ
ヸ
）」と

い
っ
た
。 

 

ア
ト
ウ
―
は
船
長
を
応
接
掛
に
紹
介
し
、

今
回
の
来
航
は
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
で
、
中
国
ヷ

琉
球
ヷ日
本
に
御
機
嫌
伺
い
に
来
た
旨
を
伝

え
た
。
こ
の
時
船
長
は
幅
十
㌢
余
、
長
さ
二

十
四
㌢
ほ
ど
の
緋
の
唐
紙
で
作
ら
れ
た
名
刺

を
差
し
出
し
た
。
そ
し
て
「浦
賀
奉
行
を
マ
リ

ヸ
ナ
号
へ招
待
し
た
い
し
、
ま
た
自
分
自
身
も

上
陸
し
た
い
」と
告
げ
た
。 

 

さ
て
、
通
詞
の
「ア
ト
ウ
―
」で
あ
る
が
、
こ

の
人
物
、
本
当
は
日
本
人
で
あ
っ
た
。
日
本
名

は
「音
吉
」と
い
い
、
尾
張
国
知
多
の
宝
順
丸

の
船
乗
り
で
あ
っ
た
。
漂
流
し
て
ア
メ
リ
カ
で

助
け
ら
れ
、
一
度
モ
リ
ソ
ン
号
と
い
う
船
で
浦

賀
へ送
り
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
モ
リ

ソ
ン
号
が
来
航
し
た
時
に
は
「打
払
い
」が
外

交
方
針
で
あ
っ
た
の
で
、
三
浦
半
島
や
浦
賀

港
を
目
前
に
し
な
が
ら
、
退
散
し
た
苦
い
経

験
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
後
は
帰
国
す
る
こ
と

を
あ
き
ら
め
、
上
海
で
日
本
人
漂
流
民
の
世

話
を
し
て
い
た
。
晩
年
は
妻
の
故
郷
で
あ
る
シ

ン
ガ
ポ
ヸ
ル
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。 

(2面) 

（ ２

面） 
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ポ
ポ
は
花
の
代
表
と
い
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
タ
ン
ポ
ポ
と
い
う

名
は
総
称
名
で
、
単
に
タ
ン
ポ
ポ

と
い
う
と
す
べ
て
を
指
し
ま
す
。

外
側
の
総
苞
片
が
反
り
返
っ
て
い

る(

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
な
ど)
は

中
日
性
で
温
暖
な
三
浦
半
島
で

は
年
中
咲
き
つ
づ
け
、
自
分
一
人

で
種
を
つ
く
り(

単
為
生
殖)

、
落

下
し
た
場
所
で
す
ぐ
に
発
芽
し

三
ヵ
月
で
花
を
咲
か
す
種
を
つ
く

り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
頭
状
花
に
は

お
よ
そ
二
百
個
の
花
が
集
ま
っ
て

お
り
、
二
百
個
の
種
が
で
き
ま

す
。
一
株
の
タ
ン
ポ
ポ
に
五
個
の

頭
花
が
あ
る
と
す
る
と(

実
際
は

十
個
く
ら
い
の
も
の
も
あ
る)

一

株
で
千
個
で
き
ま
す
。
そ
の
種
が

三
ヵ
月
後
に
は
百
万
個
の
種
が
で

き
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
種
が

全
部
発
芽
し
成
長
し
て
咲
け
ば

の
話
で
す
が
、
た
っ
た
六
ヵ
月
で

一
粒
の
種
か
ら
百
万
個
に
な
る

の
で
、
た
と
え
九
十
九
㌫
の
リ
ス

ク
が
あ
っ
た
と
し
て
も
人
間
の
目 

タ
ン
ポ
ポ 

 

キ
ク
科 

浦賀の植物 

大
前 

悦
宏 

神
奈
川
県
植
物
誌
調
査
員 

に
飛
び
込
ん
で
く
る
数
の
花
は

十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

総
苞
片
が
頭
状
花
に
ぴ
っ
た
り

と
く
っ
つ
い
て
い
る
在
来
種(

カ
ン

ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
な
ど)

は
長
日
性

で
春
に
だ
け
咲
き
ま
す
。
六
月

に
は
地
上
部
は
消
え
て
し
ま
い
ま

す
。
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
の

在
来
種
は
ハ
チ
や
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ

な
ど
の
昆
虫
の
働
き
な
し
に
は

種
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
す

ん
。
昆
虫
を
沢
山
呼
ぶ
た
め
に

集
団
に
な
り
目
立
た
す
ま
す
。

た
と
え
種
が
で
き
た
と
し
て
も

秋
ま
で
発
芽
し
ま
す
ん
。
で
す
か

ら
繁
殖
競
争
で
外
来
種
に
勝
ち

目
は
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
い

わ
れ
だ
し
た
の
が
「
在
来
タ
ン
ポ

ポ
を
駆
逐
し
た
張
本
人
は
外
来

タ
ン
ポ
ポ
だ
」
と
、
ま
こ
と
し
や

か
に
？
。
最
近
そ
れ
は
誤
り
で
あ

る
こ
と
が
調
査
で
わ
か
り
、
両
者

が
出
現
す
る
立
地
が
異
な
る
か

ら
と
考
え
ら
れ
、
人
為
的
作
用

に
原
因
が
あ
り
そ
う
で
す
。
人

間
の
経
済
活
動
ヷ土
地
利
用
、
空

き
地
、
遊
休
の
更
地
、
都
市
化
に

よ 

笑話一題 

 

子
供
の
時
か
ら
誰

も
が
知
っ
て
い
る
タ
ン

ポ
ポ
は
花 

市制 100周年記念咸臨丸フェスティバル 

模
様
替
え
し
ま
し
た 

 

特
別
展
を
期
に
展
示
室
を

模
様
替
え
し
ま
し
た
。
ド
ッ
ク

の
コ
ヸ
ナ
ヸ
や
、
昭
和
十
年
代

に
行
わ
れ
た
浦
賀
町
神
社
参

拝
駅
伝
競
走
の
優
勝
旗
な
ど

特
別
展
の
雰
囲
気
を
残
し
、
ま

た
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
号
来
航
の
図

な
ど
開
港
の
地
ヷ浦
賀
な
ら
で

は
の
展
示
と
し
ま
し
た
。 

な
お
、
特
別
展
で
ご
好
評
い

た
だ
き
ま
し
た
、
『浦
賀
町
報
』 

 

な
る
と
開
花
し
、
夜
の
気
温
が
低

い
と
翌
朝
は
気
温
が
上
が
ら
な
い

と
開
花
し
な
い
。
そ
の
境
の
夜
の

気
温
は
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
で
十

三
度
Ｃ
、
カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
で

十
八
度
Ｃ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

花
が
夕
方
閉
じ
る
の
は
暗
く
な

る
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
ん
。
開
花

し
て
か
ら
約
十
時
間
す
れ
ば
閉

じ
る
こ
と
が
実
験
で
よ
り
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
昔
に
習
っ
た
教
科

書
に
「明
る
く
な
る
と
開
き
、
暗

く
な
る
と
閉
じ
る
」の
記
述
は
正

確
で
な
く
そ
の
考
え
は
「博
物
館

ゆ
き
」と
な
り
ま
し
た
。 

 

庭
の
小
枝
に
蜜
柑
を
輪
切
り

に
し
て
小
鳥
を
呼
び
集
め
る
と

楽
し
い
光
景
が
沢
山
あ
る
。 

 

一
番
可
愛
い
の
は
メ
ジ 

ロ
で
一
羽
が
つ
い
ば
ん
で 

い
る
時
は
他
の
鳥
は
見
張 

り
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、 

蜜
柑
よ
り
梅
の
花
の
蜜
の 

ほ
う
が
美
味
し
い
ら
し
く 

す
ぐ
に
移
っ
て
し
ま
う
。 

そ
の
う
ち
、
ヒ
ヨ
ド
リ
が 

見
つ
け
て
飛
ん
で
く
る
と
メ
ジ

ロ
は
逃
げ
て
し
ま
う
。
ヒ
ヨ
ド 

 

リ
は
こ
の
場
所
は
自
分
達

の  

は
こ
の
場
所
は
自
分
達
の 

 

の
縄
張
り
と
ば
か
り
ピ
ヸ
ピ
ヸ 

鳴
い
て
食
べ
尽
く
す
ま
で
仲
間
を 

呼
び
集
め
る
。
ス
ズ
メ
は
蜜
柑
な

ど
は
好
み
で
は
な
い
ら
し
く

よ
り
つ
か
な
い
。
小
鳥
に
も

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が
あ
っ

て
自
然
の
餌
を
取
り
合
わ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
か

と
思
う
。 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
鳥
は 

野
鳥
で
あ
る
こ
と
か
ら
人

に
馴
ら
し
て
は
い
け
な
い
の
で
餌

を
や
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
と

時
々
驚
か
す
て
い
る
。 

 
 
 

 

一新した展示室 左・ドックコーナー、右・駅伝優勝旗 

展
示
室
情
報 

よ
る
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
が
外

来
タ
ン
ポ
ポ
の
格
好
の
生
育
地

に
な
り
大
繁
盛
し
た
わ
け
な
の

だ
と
。 

浦
賀
の
街
中
で
は
外
来
種
が

見
ら
れ
、
燈
明
堂
あ
た
り
の
潮

の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
芝

地
に
は
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
が

そ
れ
ぞ
れ
に
集
団
で
棲
み
分
け

を
し
て
生
き
続
け
て
い
ま
す
。 

タ
ン
ポ
ポ
の
花
は
開
花
後
三

日
間
朝
開
い
て
夕
方
閉
じ
ま
す

が
、
「何
故
開
く
の
か
、
何
故
閉

じ
る
の
か
」、
開
花
す
る
の
は
夜

の
気
温
で
決
ま
り
ま
す
。
夜
の

気
温
が
高
い
と
翌
朝
は
明
る
く  

食用・生薬にもなる花の代表タンポポ（カントウタンポポ） 

  

の
第
一
号
～
六
十
九
号
、
お
よ

び
、
浦
賀
船
渠
㈱
社
内
報
が
事

務
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。皆
様
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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